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カンボジア王国小学校体育科指導書作成支援事業

ついに待望の指導要領が完成!� 
2006年2月の事業開始から、はや� 1
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ヶ月。遂に小学校保健体育料指導要領最終4:年

案の完成にこぎつけ、教材景認委員会(EMAB)の認可も下り、 既に7，000部の印刷に

入っております。刷りよりと同時に� WG (指導要領作業部会)が出張し、カンボジア

全土の小学校へ直接配達されます。

先日行われた指導要領合同セミナーでは、 現地政府関係者、 拠点絞の教師が一堂に

会し 、指導要領の実用化に向けての使用法などが説明されました。力ンボジア初の試

みであり、 また戦後復興の中で取り残された分野でもある為、教師障は目を輝かせて� 

WGからの説明に耳を傾けていました。

今後は、指導要領を基にした教師用指導書の作成、モデル校への簡男スポーツ施設

の提供、日本から招へいされた専門家による体育揖業の研修会、そして、 指導書活用

の巡回と実態調査を予定しており ます。 また技術移転のみならず、 その作成プロセス

に力ンポジア側関係者か!主体的に関与し、共有していく過程も重視しつつ、 事業を進

めでいます。

この一年が本事業のヤマ場になります。本事業に携わっている方々が、 健庫で充実

した活動ができますよう、 期待と共に、 今後ともより一層の応援をお願い致します。� 

アンコールワット園|際ハーフマラソン2007
 

12月2日(日) 午前� 6時� 30分スタ 卜
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日本語教室� 
1 [ 

国際理解教育

現在の日本語教室は、「桜組� J 16名、 「ふ

じ組J 19名、「ひまわり組� J 19名の3クラ

スと中高校生� 1クラスで、月曜日から金曜日

の午前� 8時半から� 11時半及び午後� 1時から� 

2時までの毎日日本語顕業を行っています� c

教室内は、 日本の学校からの心のともっ

た手作りの己本語教材や力レンダ などを

掲示し、文房異やぞうきんなどの支援いた

だいた物資を使用しています。

日本からの訪問も続いており、 昨年� 12月

には岡山学芸館高等学校の英語科生徒� 5名

と引率の先生が来られました。

また、 株式会社アス ワンより教材や文

房具、「わの会� J(岡山)よりとても素敵な手

作り リースやお菓子などのクリスマスプレ

ゼン卜をいただき、子どもたちは大変喜ん

でいます。

今後は、本教室で学んだ生徒が、日本で

更に、 日本語、英語、コンピュータや己本

文化を学習する機会を得、白本とカンボジ

アの架け橋となる人材育成ができれば、と

考えています。子ども這の希望が現実のも

のとなります。� 

HIV/AIDS予防教育� 

3月6-7日にカンボジア パ、ソタンパンに

ある� 3つの中学校にて 、� HGCYA_JYAメン

バーが� HIV/AIDS予防教育の活動を雇開。

「同世代から同世代ヘ」の教授であるピア

エジュケーション(仲間教育)が一般的な教

育と違い特徴的だ。今回は、カンボジア入

学生� 6人が主導し 、カンボジア在住日本人

学生� 2人、 日本の学生� 3人が参加した。

スポーツやゲ ムで交流し 、クイズ形式

での ドラ、ソク� ‘への注意喚起、エイズを題材

にした劇でパフォーマンスす志など工夫を

濯らした活動て・あった。

学校が取リ組んでいる総合的在学習や、

園際理解教育、ボランティア教育などに協

力する。

子ども達が、世界の現状 (貧困環境 平

和など)に日を向け、グローパルな視点か

ら、園際理解(異文化理解)を深めると共に、

自分理解の助けとなるような活動とする。

学習方法は 、学校によって、 遣いがある

が1学期は 知ろう、� 2学期は 関わろう 、� 

3学期は 振り返ろう、というテーマに沿っ

て活動した。

また、� 20回、日本語派遣教師やスタッフ

を学較に派遣した。

支援内容は、学校を建てるとか、道路や橘

を作るといったこと、 緊急支援のように活

なく 、人を育でるとで・動が自に見えるもの

いう、ソフ卜斐援であるために、達成状況が

花よかなか数字で表せない。しかし、人材育成

とそが、最も大切な支援の一つであり、� 1年
閣を通� Uて遼上国に実際に関わる事が、日

本の子ども達にとって与える影響は大きな

ものがある。自分と同じ海の同こうに友達

ができ、 始めはかわいそう� !からはじまっ

新チャイルドケアセンター建築/ハート・ベアレント

}'¥、ソタンパンセンター シェムリアップ

センター ・お寺と、 子どもたちの受入れ場

所が分散した状況での運営を解消すべ<、

シェムリアップに新しいチャイ� jレドケアー

センターを建設する事業が昨年� 4月から始

まっている。

今年� 1月に日本より犬隈雄一郎氏、弓埜

ゆかり氏が責任者として赴任。地鎮祭、測

量、造践のあと、 現場仮説事務所を設置し

本格酌な工事に入った。木材の高騰と統制

により、自由な売震が困難となっている現

状から、バッタンパンの施設を解体 ー移転

することにした。� 5月には、現場資材倉庫

及び道具収納庫を建設し、 男子寮建設に取

り掛かっている。軟には完成見込み。

男子寮が完威した後、男子女子衛生管理

棟をはじめとする新しい工事の各種許認可

申請、現場の埋立で、資材調達、路盤整備

工事に取り掛かる予定。

この事業は、チャイルドケアーセンター

の職業訓締めーっとしても位置づけてお

り、 現在、バッタンパンのセンターにいる� 

3名のハート チャイ� jレドが建設現場で研

修生として、参加している。� 

※� NCCC建設プロジェクト支援金募集

一口� 1，000円以上。寄付をくださった方

は、名刺の大きさに名前やメッセ ジを

いて 、当センター内に掲示する。

た学習は、その人たちの生き方に触れ、尊

敬ともいえる気持ちが芽生え、生きる力を

与えられた学習となった

貧困、環境、食料、人権、平和などが、ど

れもつながリをもっている事を感じ、 未来

に向けて小さな事でも伺かを蛮えていく事

がとても大切な事を気づき、それに向かつ

て伸閣と活動するととが、 楽しい事だと感

じてもらえたと憩う。そして、� HGのモッ

トーである 「できる事を、で‘きる人が、で

きる限り続ける事」 を広げていく事ができ

た。

この活動を始めて� 8年になるが、 継続する

ことにより関係学校の子ども達に与える影

は計り知れない物がある。



かすみがうらマラソン・カンボジア義足ランナ-招聴事業� 

，'1'/2007年4 n12 日 (木)~ 2007年4月� 1611'(F!)まで(マラ ソン参加し|は� 14 LI(土)・ 15日(上1)) 

・ 1ι lilí/~~};( ，~Ií内 (スポンサー御礼牧拶、同光)士 ìllìl'h 内 (スホンサ一倍j 1 r-L牧拶、マラソン大会参 }JJ])

11J1 

京観光 〈左より 〉今回さん、
ケオ・ソ・チェ トラさん、 チン・パ
ン選手、サン・マオ選手、高橋さん

ナーの皆様 、

犬会関係考皆

様の湿かい気

持ちを私たち

ボランティ

アサボ タ

ーも感じる事

ができました。

結果は� 2名

ともに彼ら自 かすみがう らマラゾン大会にて選手宣普

手~0l'ある車に酔っ てし ま い、 結島 、 移動

手隠は ト タjレ時閣の半分を徒歩にで実施

と、なリ ました。

/¥一卜・オブ ・ゴール ド/東日本支部

志津公一� 

※� HG会員の今回修さん、 岡高橋真理子さ

ん、 岡 山口勉さんにお世話[こなりました。

どうもあり がとうございました。

身の予想を下

回るものでしたが、ゴル後、Iマラソンの

持つフレン ドリーシップを確認で‘きた事は、

タイム結果より意義がある。かすみがう ら

マラソン関係者とハー ト・オブゴール ドに

感謝します1との言葉にスタッフも感動

本当にすぱちしい大会でした。ありがと

うございました。

(タト伝)彼ら2名の緊張は都内での活動初日

から買て取れ、 緊張も手伝って都内の移動

昨年の力ンボジア招待選手之名の初参加

に続き、今回は義足ランナ� 2名(チン

バン選手、サンマオ選手、通訳ケオソ

チェトラ氏)の参加です。

当日は芙候に恵まれ、前日ぎで心配され

ていた夏日の感はなく、ランナ にとって

丁度良い気候となリ ました。

開会式では、有森代表挨拶に続いて招待

選手之名た唱面介されると、 会場から大きな

拍手と声援が送られ、スタ 卜前から選手� 

2名は極度の緊張状態。

記念撮影のためにメディアから笑顔を依

頼さ杓、頬を引きつらせなが笑顔を作る彼

らを忘れる事ができません。彼らにと って

も窓れることのできない経験となった事と

愚います。

生活用の義足からランニング用の義足に

付け替えてスタート場所までの移動途中、

見学者は無論、一緒に走るランナ からも

握手を求められたり肩を叩力、れた り。ラン

活動便り

〈東日本支部〉� 
2/27 スポーツを通じた砂っくりシンポジウム&トークショ ー(産経) 
4/15 第� 171ロlかすみがう らマラソン

<西日本支部> 
2/18 HGチャリティ ザ山� 
3/ 4 ::Jl27 I'IJ篠iLIABCマラソン 夫会� 
3/18 2007 千 ~l凶|際チ ャリ テ イラン

<飯田クラブ>

かすみがうら マラソンへのカンボジアランナ ー招料支t，:fl
ソカーさんのキーホルグ-lUx:/t':交際，
カンボジアr;;がい白陸連運営資金支暖D;i:

今年は� AIHMスタディツアー

参加予定|の飯田クラブ
『スポーツを通じた夢づくりシンポジウム&トークショー』

日時:2007年� 2月27日(火) 場所・大干Irfサンケイヒル� 4F rサンケイホール1
く主催〉 判定非常利活動法人 「ノ、一卜・オブ・ゴール� rJ、Wk:革新11ftll

ました。

第� 2部てるは代表有森硲子と 、サッ力ー選

手として世界を舞台に君躍し 、現在は解説

者である武田修理さんとの楽しい卜 クシ

ョーが催されました。
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(大阪・金剛山) 2月� 18日

小聞の中の山頂ア夕、ソクとなリ

ましたが、参加者28名は怪我もな

く、 無事に登頂しました。

参加した皆棒、協力くださ った

皆様に感謝しつつ 、自然を満喫

し、 楽しい時間が過ごせました。

チャリ ティ� 17，000同

内訳� :14，000 (⑤� 500キ28名) 

3，000 (募金)
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2∞昨会費(新規/継糊続)受付中! 三菱東京 UFJ銀 行 岡 山 駅 前 支 庖 ( 普 通 ) 附 別 ハ ー ト オ フ ゴ ールド�  l却00


